
 

令和４年度 助言・指導及びあっせん、紛争解決援助の事例 

 

【助言・指導の事例】 

事例１：自己都合退職に係る助言・指導 

事案の概要 以前より転職を考えており、就業規則の規定に基づき、上司に退職希望日の１か月前

から退職を申し出ているが、「人手不足のため退職は認められない、考え直してくれ」と

言われ退職を認めてもらえなかった。このため、労働局長の助言・指導を申し出たもの。 

助言・指導の 

内 容 ・ 結 果 
労働局長の助言・指導（退職に関する民法規定等について説明し、法令に沿った解決

に向けて検討するよう助言）をした結果、申出人の希望する日に退職が認められて解決

した。 

事例２：雇用管理改善に係る助言・指導 

事案の概要 デザイン業務の求人に応募し採用されたが、実際にはデザイン業務とはかけ離れた

作業ばかりを命じられた。自身のスキルアップのために応募したものであるため、デザイ

ン業務に就けるよう労働局長の助言・指導を申し出たもの。 

助言・指導の 

内 容 ・ 結 果 
労働局長の助言・指導（労働契約法及び裁判例を説明し、解決に向けて検討するよう

助言）をした結果、デザイン業務に就けることになり解決した。 

 

【あっせんの事例】 

事例：解雇に係るあっせん 

事案の概要 正社員として勤務していたが、欠勤が多いことを理由として、解雇された。突然の解雇

であるので、できれば復職したいが、それがだめなら、経済的損失・精神的苦痛に対す

る補償金５０万円を求めたい。 

あ っ せ ん の 

内 容 ・ 結 果 
 事業主は、解雇を撤回することはできないが、円満な解決を望んでいることから補償

金を支払う用意がある旨を申し出たので、あっせん委員が双方譲歩可能な解決策を調

整した結果、補償金３５万円を支払うことで合意した。 

 
【紛争解決の援助（パワーハラスメント）の事例】 

事例：事案が生じた場合の会社の事後対応に係る助言 

事案の概要 先輩の職員から人前で怒鳴られる等のパワハラを受けていたため、上司に相談した

ところ、より職場環境が悪化したため、パワハラが無い職場作りを求めたいと紛争解決

援助を申し立てたもの。 

紛 争 解 決 

援  助  の 

内容・結果 

労働局から事業主に対し、労働施策総合推進法に基づく事業主の措置義務につい

て説明し、措置状況を確認したところ、相談窓口の周知等について、不十分な点が認め

られたことから、法律に基づき措置を講じた上で、申立人の事案に対応するよう助言。 

事業主は、申立人の他、複数の職員からの聞き取りを行い、パワハラがあったと認

定。申立人、行為者への対応及び再発防止対策を実施することにより解決した。 

 

 

別添２ 
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男女雇用機会均等法、育児・介護休業法、パートタイム・有期雇用労働法、労働施策総合推進法に基づく 

紛争解決援助制度の概要 

企   業 

紛 争 事 業 主 

都道府県労働局雇用均等室 

●男女雇用機会均等,育児・介護休業法、パートタイム・有期雇用労働法に関する相談の受付 

●男女雇用機会均等法、育児・介護休業法、パートタイム・有期雇用労働法、労働施策総合推進法

に基づく紛争解決援助制度・行政指導の説明 

男女雇用機会均等法、育児・介護休業法、パートタイ
ム・有期雇用労働法、労働施策総合推進法に基づく
紛争解決の援助の対象となる紛争 

 

都道府県労働局長 調停会議 

都道府県労働局長によ

る助言・指導・勧告 
調停会議による調停・調停

案の作成・受諾勧告 

都道府県労働局長 

男女雇用機会均等法、育児・介
護休業法、パートタイム・有期
雇用労働法、労働施策総合推
進法総合推進法に基づく行政
指導 

紛
争
解
決
援
助
制
度
の
概
要 

当事者の希望

等に応じて 

企業内における自主的な対処 

未解決 

 

簡単な手続きで、迅速

に行政機関に時解決

してもらいたい場合 

 

公平、中立性の高い 

第三者機関に 

援助してもらいたい場合 

 

労 働 者 
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